
2～36月は男女共同参画推進月間です 
男女平等社会の実現に向け 

まちづくり懇談会共催団体の募集について 

雲南市NEWS・スポーツレーダー 

ふるさとウォッチング 

こんにちは 保健師です 

雲南市からのお知らせ 

まちのHOTな話題 

Hello Everyone ～うん、なんでしょう～ 

図書館だより 

子育て支援センターの活動案内 
ほか 

4～ 

6～ 

8～ 

10

12～ 

16～ 

19  

20　 

21　 

男性・・ 

女性・・ 

22，161人 人　口 45，894人 
23，733人 

平成17年5月1日現在 
世帯数 13，480世帯 

目  

次 

人
口 

田植え囃子に合わせ  花田植え 田植え囃子に合わせ  花田植え 田植え囃子に合わせ  花田植え 



3 2

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
、
わ
た
し
た
ち

の
身
近
な
環
境
の
中
で
は
、
男
女
が
と
も
に

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り

が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
役

割
分
担
の
意
識
や
「
男
は
仕
事
」「
女
は
家
事
」

と
い
っ
た
古
い
慣
習
や
し
き
た
り
を
感
じ
て

い
ま
せ
ん
か
？

従
来
か
ら
の
考
え
を
見
直
し
、
男
女
が
互

い
に
尊
重
・
協
力
し
合
い
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
環
境
の
中
で
、
は
じ
め
て
お
互
い

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
築
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
見
直
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

□
家
庭
で
・
職
場
で
・
地
域
で

男
性
に
も
女
性
に
も
、
枠
に
し
ば
ら
れ
な

い
柔
軟
な
生
き
方
や
社
会
の
一
員
・
家
庭
の

一
員
と
し
て
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
を
家
族
み
ん
な

で
分
担
し
ま
し
ょ
う
。

●「
女
の
子
ら
し
く
」、「
男
の
子
ら
し
く
」

な
ど
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

●
仕
事
と
家
庭
や
地
域
活
動
が
両
立
し
や
す

い
職
場
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

●
男
女
が
格
差
な
く
、
と
も
に
自
治
会
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
参
加
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

●
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
暴

力
的
行
為
）、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
（
女
性
の
場

合
…
職
場
や
政
策
・
方
針
決
定
過
程
の

場
、
男
性
の
場
合
…
家
庭
や
地
域
の
場
）

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

な
ど

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
一
層
推
進
し

て
い
く
た
め
、
今
後
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
、
雲
南
市
男

女
共
同
参
画
推
進
策
定
委
員
会
委
員
の
公
募

や
意
識
調
査
等
を
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

資
料
提
供
…
島
根
県
環
境
生
活
部
環
境
生
活
総
務
課

男
女
共
同
参
画
室

男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
向
け

6
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す

男ひ
と

と
女ひ

と

は
大
事
な
パ
ー
ト
ナ
ー

生
き
生
き
と
豊
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

市では、雲南市男女共同参画計画の策定にあたり、広く市民の皆様の意見を反映す

るため「男女共同参画推進策定委員会」委員を公募します。

この委員会は、男女共同参画の推進に関する基本的かつ総合的な施策および重要事

項を調査・審議するために設けるものです。

■

■

■

■

■

■

■

募 集 人 員

委 員 の 任 期

内 　 　 　 容

応 募 資 格

応 募 方 法

応 募 期 限

お申込み問合せ先

6名

委嘱日から2年間

雲南市が選任する有識者などの委員とともに、本市の男女共同参画の推進に関す

る基本的かつ総合的な施策および重要事項を調査・審議いただきます。

雲南市にお住まいで満18歳以上（平成17年4月1日現在）の方

以下の必要事項をご記入の上、郵送または直接、人権センターへ提出してください。

6月30日（木）必着（郵送の場合、当日消印有効）

〒699-1334 雲南市木次町新市３番地

雲南市人権センター　　0854―42―1767

①住所　②氏名（ふりがな）③生年月日　④性別　⑤電話番号
⑥今後の抱負【様式は自由です】

「協力は何処？」

「第二子の育児休暇はパパが取り」

「髪切れば覚えなきこと噂され」

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
お
互
い
の
理
解
を

深
め
、
市
・
市
民
・
事
業
者
が
自
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

島
根
県
で
は
、
平
成
１４
年
に
「
島
根
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
、
ま
た
市
で
は

昨
年
１１
月
「
雲
南
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
市
民
の
だ
れ
も
が
安
心

し
て
生
き
生
き
と
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
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市
長
が
市
民
の
み
な
さ
ん
と
直
接
会
い
、
ふ
る
さ
と
の
恵
み
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
親
し
く
語
り
合
い
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
「
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
た
め
、
市
長
と
の
懇
談
を
希
望
す
る
団
体
と
共
催
で
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
市
内
各
会
場
で
平
成
17

年
度
市
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
市
政
懇
談
会
は
、
５

月
９
日
の
加
茂
町
の
か
も
て
ら
す

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
６
月
２
日
の

吉
田
町
の
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・

掛
合
総
合
セ
ン
タ
ー
を
最
後
に
市

内
34
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。

今
回
の
懇
談
会
で
は
、
平
成
17

年
度
の
主
要
施
策
や
予
算
、
そ
の

運
営
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
受
け
、
各
会
場
で
は
質
問
、
意

見
、
要
望
等
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
に
「
雲
南
市
に
は
た
く

さ
ん
の
文
化
遺
産
が
あ
る
。
こ
れ

ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
は
」「
地
震
等
の
災
害
時
の
対

応
が
不
安
。
現
時
点
の
対
応
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
」
な
ど
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
懇
談
会
で
み
な
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
提
言
を
市

報
に
掲
載
し
ま
す
と
と
も
に
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
ど
な
た
で
も
各
会
場
へ

参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
、
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方

は
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

市
民
み
な
さ
ん
と
の
意
見
交
換
の
場

●
募
集
団
体

市
内
に
本
拠
地
を
置
き
市
内
で
活
動
を
す
る
団
体

で
、雲
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
に
提
言
し
、

懇
談
を
希
望
す
る
団
体
。

※
懇
談
会
の
出
席
者
は
、
１０
名
以
上
と
し
、
充
分
な
意

見
交
換
が
で
き
る
範
囲
内
と
し
ま
す
。

●
開
催
日
時
、
場
所

平
成
１７
年
7
月
〜
9
月
（
申
し
込
み
に
よ
り
順
次
開

催
し
ま
す
。）

会
場
は
原
則
、
共
催
団
体
で
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
時
間
は
2
時
間
以
内
を
目
途
と
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ

特
定
の
専
門
的
・
個
別
的
事
項
に
偏
っ
た
も
の
や
、

単
に
団
体
の
Ｐ
Ｒ
と
な
る
も
の
、
陳
情
・
要
望
の
み
を

目
的
と
し
た
も
の
で
な
く
、
幅
広
く
市
民
の
関
心
を
呼

び
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
方
法

開
催
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
事
前
に
政
策
企
画
部

情
報
政
策
課
（

0
8
5
4
―

4
0
―

1
0
1
5
）
ま
た

は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
開
催
要
領
等
に
つ
い
て
ご
説
明
し
、
申
込

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
共
催
団
体
の
決
定
等

共
催
団
体
の
決
定
は
、
開
催
テ
ー
マ
・
受
入
体
制
等

を
勘
案
し
て
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
、
後
日
、
電
子
メ

ー
ル
ま
た
は
電
話
・
郵
送
等
で
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他
注
意
事
項

・
懇
談
会
の
司
会
進
行
は
、
共
催
団
体
の
方
で
お
願
い

し
ま
す
。

・
懇
談
会
の
模
様
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
報
道
機
関
が
取
材

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
共
催
団
体
は
、
共
催
に
あ
た
っ
て
市
が
必
要
と
認
め

て
行
う
指
示
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
共
催
団
体
は
、
懇
談
会
関
連
の
記
録
や
成
果
の
広
報

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
市
長
等
の
日
程
調
整
に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
な

る
べ
く
早
め
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

懇
談
会
の
開
催
要
領

市 民 が 主 役 の 自 治 の ま ち

子
供
の
学
力
の
低

下
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
受
け
て
、
文
部

科
学
省
は
、
こ
こ
数
年
来
の
「
ゆ
と
り
教

育
」
の
見
直
し
を
唱
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
学
校
の
指
導
の
も
と
に

勉
学
に
励
ん
で
き
た
子
ど
も
た
ち
に
し
て

み
れ
ば
、
い
き
な
り
「
君
た
ち
は
教
育
力

が
低
い
」
と
言
わ
れ
て
も
戸
惑
う
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

「
ゆ
と
り
教
育
」
の
基
本
的
な
考
え
方

は
１
９
６
０
年
代
に
米
国
で
生
ま
れ
、
そ

の
後
、
米
国
は
か
っ
て
の
日
本
の
教
育
シ

ス
テ
ム
を
参
考
に
建
て
直
し
を
図
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
日
本
は
、「
米

国
の
ゆ
と
り
教
育
」
に
学
ぶ
路
線
を
歩
み

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
、
そ
れ
が
見

直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

戦
後
60
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
の
教
育

の
在
り
方
が
、
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ

け
今
の
日
本
の
根
底
に
あ
る
の
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
も
今
も
こ
れ
か
ら
も
、
知
育
、
徳
育
、

体
育
は
教
育
の
基
本
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

戦
後
の
学
校
教
育
で
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン

ス
が
保
た
れ
、
実
践
さ
れ
て
き
た
の
か
が

改
め
て
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。子

供
た
ち
が
、
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。（

雲
南
市
長
　
速
水
雄
一
）

雲南市及び市関係施設への寄付ありがとうございました
平成16年度中に雲南市及び市関係施設へ、多くの方から寄付をいただきました。
紙面をもってお礼に代えさせていただきます。ありがとうございました。
なお、今回は合併による雲南市誕生から平成17年3月までの期間に、市役所総務部総務課へ報告
があったもののうち、5万円相当額以上の寄付があったものを掲載しています。
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㈱ネスター 

㈲植田建設 

大東中学校第37期卒業生 

海潮地区の皆様 

高島ハルエ 

高島組㈲ 

大東小学校祖父母会 

大東小学校ＰＴＡ 

大東小学校ＰＴＡ 

大東教育振興会 

平成16年度卒業生 

海潮地区の皆様 

加茂中学校 

寄付金（ビリオネア大学指定） 

寄付金（青少年健全育成事業として） 

寄付金 

寄付金 

玄関の生花（1年間） 

非常階段下のコンクリート張 

児童図書 

三角鉄棒 

児童図書 

デジタルビデオカメラ 

移動式案内黒板 

図書充実費 

寄付金 
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H17.3.18

H16.12

H17.3.11

 

 

 

H17.1.11 

H17.3.25 

H17.3.30

図書券（旧加茂町地域指定） 

石油ファンヒーター 

日本刺繍｢雲南市市章｣ 

寄　　贈　　者（敬称略） 寄 贈 先  寄贈年月日 
 

品　名　な　ど 
 

代表　坂本　渉 
 

取締役頭取　若佐博之 
 

木村義弘、木村千鶴、坂本暢子、川島康子、錦織さよ子 

平成17年加茂町四十二厄落し祈念の会 

日本刺繍美術院 

㈱山陰合同銀行 

一八会　代表　藤原克朗 
 

平成16年度

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
ま
し
ょ
う

〜
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
共
催
団
体
の
募
集
に
つ
い
て
〜



こ
の
日
は
、

文
部
科
学
省
生

涯
学
習
政
策
局

の
山
本
裕
一
社

会
教
育
官
か
ら

「
地
域
子
ど
も
教

室
の
す
す
め
」

と
い
う
演
題
で

先
進
地
事
例
を

紹
介
し
た
ビ
デ

オ
や
各
種
調
査

デ
ー
タ
を
も
と

に
講
演
が
あ
り
、

参
加
し
た
学
校

教
員
や
公
民
館
職
員
な
ど
関
係

者
約
80
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度

か
ら
子
ど
も
の
居
場
づ
く
り
事

業
を
実
施
し
、
学
校
区
ご
と
に

実
行
委
員
会
を
設
け
ま
す
。
そ

し
て
、
学
校
・
公
民
館
・
図
書

館
等
を
活
用
し
た
子
ど
も
の
居

場
所
へ
、
公
民
館
職
員
や
地
域

の
大
人
な
ど
を
指
導
員
と
し
て

配
置
し
、
地
域
子
ど
も
教
室

（
様
々
な
体
験
活
動
や
地
域
住
民

５
月
10
日
、
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
を
全
市
で
展
開
す
る

た
め
、
子
ど
も
の
居
場
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ

ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と

は
、
放
課
後
や
土
曜
日
・
休
業

日
な
ど
を
活
用
し
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
で
安
心
し
て
活
動
で

き
る
機
会
や
場
を
提
供
し
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
健
全
な
子
ど
も
た
ち
を
育

む
も
の
で
す
。

掛
合
町
掛
合
に
あ
る

酒
蔵
資
料
館
が
完
成

し
、
一
般
公
開
初
日
と

な
る
４
月
23
日
、
地
元

選
出
の
国
会
議
員
や
市

関
係
者
な
ど
約
30
人
が

出
席
し
記
念
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
速
水
市

長
が
「
酒
造
り
の
伝
統

を
伝
え
る
と
と
も
に
、

交
流
人
口
の
拡
大
が
期

待
で
き
る
施
設
が
新
し

く
加
わ
り
ま
し
た
」
と

喜
び
の
あ
い
さ
つ
。
引

き
続
き
、
関
係
者
に
よ

る
鏡
開
き
で
オ
ー
プ
ン

を
祝
い
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
木
桶
や
か
い
櫂

な
ど
酒
造
り
の
道
具
が
展
示
し

て
あ
る
ほ
か
、
酒
米
を
蒸
す
釜か

ま

場ば

、
仕
込
蔵
な
ど
の
醸
造
現
場

も
見
学
で
き
ま
す
。

酒
蔵
資
料
館

０
８
５
４
・
６
２
・
１
１
２
２

資
料
館
は
毎
週
火
・
水
曜
日
が

休
館
、
開
館
時
間
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
入
館
は

無
料
で
地
酒
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。

酒
造
酒
造
り
の
伝
統
伝
統
を
伝
え
る
交
流
交
流
ス
ペ
ー
ス 

酒
造
り
の
伝
統
を
伝
え
る
交
流
ス
ペ
ー
ス 

か
け
や
酒
蔵
資
料
館

酒
蔵
資
料
館
オ
ー
プ
ン 

か
け
や
酒
蔵
資
料
館

酒
蔵
資
料
館
オ
ー
プ
ン 

か
け
や
酒
蔵
資
料
館
オ
ー
プ
ン 

竹下本店から寄付された施設（明治30年建造）を
9千800万円かけ改修。

地
域
地
域
で
見
守
見
守
り
育
て
る 

地
域
で
見
守
り
育
て
る 

子
ど
も
の
居
場
所

居
場
所
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
開
催 

子
ど
も
の
居
場
所

居
場
所
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
開
催 

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催 

と
の
交
流
活
動
等
）
を
開
催
・

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

①
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
養
成

②
学
年
や
年
齢
を
越
え
た
交
流

（
世
代
間
交
流
）
の
場

③
昔
な
が
ら
の
遊
び
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
通
し
た
体
験
学
習

の
場
　

④
地
域
の
人
と
の
出
会
い
・
交

流
の
場

⑤
週
休
2
日
制
に
よ
る
土
曜
日

や
長
期
休
業
、
放
課
後
な
ど

の
有
効
利
用

⑥
心
豊
か
な
人
間
性
を
養
う

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
に
よ
る
効
果

文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
で
あ
る
地
域
子

ど
も
教
室
推
進
事
業
は
全
国
８
千
箇
所
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

（敬称略）（敬称略）

■と　き　4月24日・5月8日開催　
■ところ　大東公園野球場・大東ふれあい運動場

出場チーム：16チーム

優　勝　　ウエストモンスターズ

準優勝　　Ｄ－ＳＯＵＬ

3 位　　佐世体協、河北自治会　　

■と　き　5月1日開催　

■ところ　加茂中央公園ふれあいの丘TBG場

優　勝 高木　均（スコア65）

準優勝　　　　　徳田嘉次（スコア75）

第３位　　　　　田中　寛（スコア80）

ベストグロス賞　藤谷　守（スコア60）

大東町春季町民野球大会
■と　き　4月24日開催　

■ところ　大東小学校グラウンド

Ⅰ部 （兼島根県ゲートボール選手権雲南市大東町予選）

参加：18チーム

優　勝　中佐世クラブ

準優勝　みかさ

3 位　小河内A、みそね

※島根県ゲートボール選手権に出場する雲南市代表チームは大東町から、

中佐世クラブ、みかさ、小河内Ａ、みそね、新庄、須賀Ａ、大東町選抜

が出場します。

Ⅱ部　（親善大会）参加24チーム
優　勝　河北クラブ

準優勝　刈畑

3 位　山鳥、大日

■と　き　5月15日開催
■ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター

テニスコート

男子ダブルス
優　勝　舟木・松浦
準優勝　藤井・松村
3 位　堀江・晴木

女子ダブルス
優　勝　高橋・元田
準優勝　内田・石川
ミックスダブルス
優　勝　槙原・元田
準優勝　堀江・内田
3 位　藤井・石川

■と　き　5月15日開催
■ところ　木次小学校グラウンド
優　勝　　　桜ヶ丘自治会

準優勝　　塔の村東自治会
3 位　　新市上自治会

平成17年度大東町春季ゲートボール大会 木次地区体育大会

第1回 雲南市民テニス大会

第3回 加茂町TGB大会

※大東町春季町民野球大会で優勝
したウエストモンスターズのみ
なさん。
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掛
合
町
で
は
、

ふ
る
さ
と
の
酒
を

造
る
会
や
入
間
は

や
し
こ
振
興
会
、

小
学
校
・
公
民
館

な
ど
の
団
体
が
地

域
一
体
と
な
り
、

ふ
る
さ
と
の
農
耕

文
化
「
花
田
植
え
」
の
保
存
・
伝
承
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の
下
、
酒
蔵
資
料
館
前

を
出
発
し
た
神
職
や
囃
子
、
早
乙
女
ら
お
よ
そ
40

人
は
、
途
中
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
「
え
が
お
の

里
」
前
で
囃
子
を
披
露
。
水
田
に
到
着
す
る
と
神

事
に
続
き
、
早
乙
女
た
ち
が
田
植
え
囃
子
に
合
わ

せ
手
際
よ
く
、
手
植
え
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

あ
ぜ
道
や
沿
道
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が

訪
れ
、
初
夏
の
心
地
よ
い
風
を
受
け
な
が
ら
、
さ

か
ん
に
拍
手
を
送
っ
た
り
、
写
真
撮
影
を
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
花
田
植
え

に
よ
る
酒
米
は
、

ふ
る
さ
と
の
酒
を

造
る
会
の
メ
ン
バ

ー
ら
に
よ
っ
て
、

に
ご
り
酒
と
し
て

醸
造
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

9 8

吉
田
町
の
風
物

詩
「
子
安
観
音
祭

り
」
が
開
か
れ
、

か
わ
い
い
稚
児
行

列
が
町
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。

吉
田
保
育
所
を

出
発
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
保
護
者

に
連
れ
ら
れ
吉
田

公
園
ま
で
歩
き
、
多
く
の
参
拝
者
と
と
も
に
子
安
観
音
の
供

養
を
行
い
ま
し
た
。

吉
田
公
園
の
六
角
堂
に
安
置
し
て
あ
る
子
安
観
音
像
は
、

吉
田
町
出
身
の
彫
刻
家
内
藤
伸
氏
が
大
正
14
年
に
制
作
し
た

も
の
で
す
。

沿
道
は
、
か
わ
い
い
稚
児
を
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
に
収
め
る

保
護
者
や
祭
り
の
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
出
品
を
め
ざ
す
写

真
愛
好
家
な
ど
、
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
稲
わ
ら
工

房
前
の
特
設
会
場
で

は
、
吉
田
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
や
特

産
品
の
販
売
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。

八
十
八
夜
を

迎
え
た
５
月
２

日
頃
か
ら
市
内

各
地
の
茶
畑
で

新
茶
摘
み
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

加
茂
町
砂
子

原
に
あ
る
茶
畑

で
は
、
砂
子
原

茶
業
組
合
（
内

部
武
雄
組
合
長
）
の
組
合
員
に
よ
る
新
茶
の
刈
取
り
が

最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

同
組
合
で
管
理
す
る
茶
畑
は
7.7
ha
あ
り
、
こ
の
刈
取

り
作
業
は
、
天
候
に
も
影
響
さ
れ
ま
す
が
、
概
ね
５
月

下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

内
部
組
合
長
は
「
今
年
の
新
茶
は
上
出
来
。
昨
年
よ

り
も
多
い
３
万
２
千
kg
の
収
穫
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
地
域
の
若
い
世
代
も
茶
摘
み
に
協
力
し

て
く
れ
助
か
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
最
大
の
茶
処

「
砂
子
原
」
で
収
穫
さ
れ

た
一
番
茶
は
、
蒸
熱
・

乾
燥
な
ど
の
工
程
の
後
、

５
月
中
旬
頃
か
ら
市
内

の
店
頭
に
も
お
目
見
え

し
ま
す
。

健
や
か
な
成
長
を
願

成
長
を
願
い 

健
や
か
な
成
長
を
願

成
長
を
願
い 

健
や
か
な
成
長
を
願
い 子子子子

安安安安
観観観観
音音音音
祭祭祭祭
りりりり

国
際
交
流
親

善
サ
ッ
カ
ー
大

会
が
三
刀
屋
町

明
石
緑
ヶ
丘
公

園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会

は
、
中
国
５
県

に
在
住
す
る
国

際
交
流
員
の
親

睦
を
目
的
に
昨

年
か
ら
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
県
別
の
代
表
と
外
国

人
女
性
だ
け
の
合
わ
せ
て
６
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

大
会
で
汗
を
流
し
た
後
は
、
交
流
員
の
出
身
国
の
デ

ザ
ー
ト
づ
く
り
、
外
国
か
ら
見
た
日
本
・
島
根
県
に
関

す
る
ク
イ
ズ
大
会
、
ラ
イ
ブ
演
奏
に
よ
る
交
流
パ
ー
テ

ィ
ー
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
晴
天
に

恵
ま
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
交
流
員
以

外
に
も
多
く
の
人

が
訪
れ
、
外
国
人

と
地
域
住
民
と
の

国
際
交
流
に
も
つ

な
が
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

木
次
町
の
健
康
の

森
管
理
棟
で
、
草
花

や
鳥
の
羽
を
使
っ
た

山
の
幸
染
め
教
室
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
教
室
を
開
い
た
の

は
、
木
次
町
東
日
登
在
住
の
影
山
和

美
さ
ん
。
自
然
の
素
材
を
利
用
し
た
染
色
技
法
に
興

味
を
も
ち
、
１
年
前
か
ら
創
作
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

こ
の
染
色
は
、
カ
ラ
ー
マ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
染
料

の
付
い
た
紙
と
ア
イ
ロ
ン
を
用
い
、
布
を
染
め
て
い

く
も
の
で
、
自
然
の
色
を
活
か
し
た
作
品
は
色
落
ち

せ
ず
、
手
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
近
年
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
影
山
さ
ん
は
定
期
的
に
押
し
花
教
室
も
開

い
て
お
り
、
そ
の

教
室
で
創
ら
れ
た

作
品
は
、
現
在
、

健
康
の
森
管
理
棟

に
展
示
し
て
あ
る

ほ
か
、
６
月
か
ら

は
山
の
幸
染
め
に

よ
る
作
品
も
展
示

さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
各
小
学
校
で

田
植
え
体
験
が
行
わ

れ
、
こ
の
う
ち
大
東
町

の
西
幼
稚
園
と
小
学
校

で
は
、
児
童
ら
合
わ
せ

て
240
人
が
手
植
え
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

西
小
学
校
で
は
、
田

植
え
か
ら
稲
刈
り
、
収

穫
祭
ま
で
の
農
業
体
験

学
習
に
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

ば
ば
ひ
き
に
よ
る
目
印
の
箇
所
へ
、
地
域
の
人
か
ら
指

導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
て
い
ね
い
に
苗
を
植
え
て
い

き
ま
し
た
。

「
ヒ
ル
に
か
ま
れ
る
」、「
足
が
抜
け
な
い
」
な
ど
大

声
を
あ
げ
る
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、
終
始
に
ぎ
や
か
な

雰
囲
気
で
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

今
回
植
え
た
水
田
は
、
近
く
に
住
む
児
玉
朝
市
さ
ん

が
管
理
を
行
い
、
５
月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
は
、

除
草
・
害
虫
防
除
の
た
め
に
約
50
羽
の
ア
イ
ガ
モ
を
放

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

5／ 3

5／ 2

5／ 14
第第第第
２２２２
回回回回
国国国国
際際際際
交交交交
流流流流

親親親親
善善善善
ササササ
ッッッッ
カカカカ
ーーーー
大大大大
会会会会

青
空
青
空
の
下 

青
空
青
空
の
下 

青
空
の
下 

五
百
万
石

五
百
万
石 

五
百
万
石

五
百
万
石 

五
百
万
石 

田田田田
植植植植
ええええ
体体体体
験験験験

5／ 9

新新新新
茶茶茶茶
摘摘摘摘
みみみみ
がががが
最最最最
盛盛盛盛
期期期期

5／ 3

5／ 15

花花花花
田田田田
植植植植
ええええ

山山山山
のののの
幸幸幸幸
染染染染
めめめめ

しししし
てててて
みみみみ
まままま
せせせせ
んんんん
かかかか
？？？？

６
月
に
は
暑
中
は
が
き
用
の
山
の
幸
染
め
教
室
な
ど
も
開
か
れ

ま
す
の
で
興
味
が
あ
る
方
は
健
康
の
森
　
　
４
２
・
２
６
２
３

ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



実紀ちゃん（吉田町川手） 
み の り  

平成16年6月12日生まれ 

おてんばでいたずらが大
好きな実紀ちゃん。素敵
なレディーになってね 

多
々
納
正
義
さ
ん
・
由
加
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

友里ちゃん（大東町新庄） 
ゆ り 

平成16年6月10日生まれ 

いつも笑顔をありがと
う　みんな大好きだよ！ 

稲
村
昭
さ
ん
・
美
和
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

篤弥くん（木次町里方） 
あつ や 

平成16年6月23日生まれ 

あっくん１歳おめでとう！
いっぱい笑って元気に育
ってね 

古
瀬
秀
俊
さ
ん
・
由
紀
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

斗真くん（三刀屋町乙加宮） 
とう ま 

平成16年6月18日生まれ 

笑顔のカワイイとうまくん
　お兄ちゃんとたくさん
遊んでたくましく育ってね！ 

平
井
寿
樹
さ
ん
・
美
幸
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

昇吾くん（三刀屋町高窪） 
しょう ご 

平成16年6月25日生まれ 

食いしん坊の昇吾くん。
お兄ちゃんよりも大きく
なるの？ 

曽
田
史
明
さ
ん
・
久
美
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

勇翔くん（大東町金成） 
ゆう と 

平成16年6月27日生まれ 

いつも可愛い勇翔＝１歳
おめでとう！今年はお兄
ちゃんだネ 

友
塚
重
喜
さ
ん
・
智
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

 

写
真
に
コ
メ
ン
ト
30
字
程
度
を
添
え
、郵
送
ま
た
は 

メ
ー
ル
で
6
月
8
日（
水
）ま
で
に
情
報
政
策
課
へ 

お
願
い
し
ま
す
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】情
報
政
策
課 

　
0
8
5
4
―

40
―

1
0
1
5 
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化
器
管
」
と
い
わ
れ
食
べ
物
を
か
み
砕

き
、
だ
液
と
混
ぜ
合
わ
せ
、
胃
の
消

化
・
吸
収
を
助
け
ま
す
。

歯
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
歯
肉

が
は
れ
て
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
に
な
っ
た
り

す
る
と
、
食
べ
物
を
よ
く
か
ん
で
食
べ

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
胃
を
悪
く

し
た
り
、
体
を
維
持
す
る
う
え
で
必
要

な
栄
養
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
、
発
音
が
円
滑
に
い
か
な
く

な
る
、
顔
貌
が
か
わ
る
な
ど
で
、
人
と

の
交
流
に
も
消
極
的
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

日
本
は
人
生
80
年
時
代
を
迎
え
、
世

界
一
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
歯
の
寿
命
は
？
…

28
本
（
親
知
ら
ず
を
除
く
）
の
永
久

歯
の
う
ち
10
本
以
上
を
失
う
と
、
食
事

や
会
話
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
自
分
の
歯
が
18
本
以
下

に
な
っ
た
時
点
を
仮
に
歯
の
寿
命
と
す

る
と
、
日
本
人
の
平
均
は
60
歳
代
後
半

に
な
り
ま
す
。

歯
を
な
く
し
た
た
め
に
食
生
活
な
ど

の
楽
し
み
を
制
限
さ
れ
る
期
間
が
10
年

以
上
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

歯
の
も
っ
と
も
大
き
な
役
割
は
、
食

べ
物
を
か
む
こ
と
！
口
は
「
第
一
の
消

歯
の
寿
命

大
切
な
　
大
切
な
　
歯

ま
た
、
か
み
合
わ
せ
が
悪
い
と
、
肩

こ
り
や
腰
の
つ
か
れ
な
ど
の
原
因
に
な

っ
た
り
、
か
み
あ
わ
せ
る
力
が
弱
く
な

る
と
転
倒
を
防
ぐ
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
が

く
ず
れ
た
り
し
ま
す
。

歯
と
口
の
健
康
は
、
高
齢
者
の
健
康

を
保
つ
こ
と
や
要
介
護
状
態
に
な
る
こ

と
を
防
止
す
る
「
介
護
予
防
」
に
も
大

切
な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

生
涯
、
”自
分
の
歯
で
お
い
し
さ
を
か

み
し
め
食
べ
る
“
に
は
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
の
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

よ
く
か
む
こ
と
は
、
は
、健
康
を

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
ー
ト
！ 

 

よ
く
か
む
こ
と
は
、
は
、健
康
を

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
ー
ト
！ 

 

よ
く
か
む
こ
と
は
、健
康
を
サ
ポ
ー
ト
！ 

 

　
唾
液
が 

　
た
く
さ
ん
出
て
、 

　
む
し
歯
や 

　
歯
周
病
を 

　
予
防
す
る 

消
化
を 

助
け
て 

く
れ
る 

が
ん
を 

予
防
す
る 

運
動
能
力 

が
ア
ッ
プ 

若
く 

生
き
生
き 

と
し
た 

表
情 

脳
の
発
達
、 

認
知
症
の 

予
防 

肥
満
、 

生
活
習
慣
病 

の
防
止 

お
い
し
く 

味
わ
う 

5

〔

〕

6
月
4
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー

一
生
、
自
分
の
歯
で
！

「
8
0
2
0
 

8
0
2
0
 

 
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
 

「
8
0
2
0
 

8
0
2
0
 

 
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
 

「
8
0
2
0
 

8
0
2
0
 

 
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
 

「
8
0
2
0
 

 
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
 

おめでとう 
ございます 
おめでとう 
ございます 

大東町田中　　  新田　富枝さん 三刀屋町多久和　加武三代子さん 

三刀屋町三刀屋　加田　朝彦さん 大東町仁和寺　　  木村　義さん 

吉
田
町
吉
田
　
　
　
江
角
　
清
一
さ
ん
 

木次町山方　　　竹田　菊野さん 

三刀屋町三刀屋 
和田雄三さん 

最優秀賞優良賞

優良賞 優良賞

優良賞優良賞

　
島
根
県
歯
科
医
師
会
で
は
、毎
年
、 
才
以
上
で
 
本
以
上
の

歯
が
残
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
診
査
、表
彰
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
、島
根
県
内
で
　
名
の
参
加
が
あ
り
、最
終
診
査
の
結
果
、

雲
南
市
か
ら
次
の
み
な
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

８０ 

２０ 
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◎
叙
勲
・
褒
章
受
章

●
旭
日
双
光
章

地
方
自
治
功
労
に
よ
り

田
中
　
　
仁
さ
ん
（
木
次
町
下
熊
谷
）

納
税
関
係
功
労
に
よ
り

森
山
　
益
吉
さ
ん
（
木
次
町
木
次
）

●
旭
日
単
光
章

地
方
自
治
功
労
に
よ
り

佐
藤
　
　
利
さ
ん
（
加
茂
町
宇
治
）

●
瑞
宝
小
綬
章

教
育
功
労
に
よ
り

浪
花
　
俊
雄
さ
ん
（
木
次
町
木
次
）

●
瑞
宝
双
光
章

地
方
自
治
功
労
に
よ
り

橘
　
　
憲
恵
さ
ん
（
掛
合
町
穴
見
）

●
藍
綬
褒
章

選
挙
関
係
功
労
に
よ
り

楠
　
昭
道
さ
ん
（
三
刀
屋
町
三
刀
屋
）

叙
勲
・
褒
章
の
栄
誉
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

と
祝
意
を
表
し
ま
す
。

◎
監
査
委
員
全
国
表
彰

町
村
監
査
委
員
と
し
て
、６
年
以
上
在
職
さ
れ
、

自
治
行
政
の
円
滑
公
正
な
運
営
に
寄
与
し
、
地
方

自
治
の
発
展
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

白
築
　
徹
一
さ
ん
（
掛
合
町
多
根
）

◎
人
権
擁
護
委
員
法
務
大
臣
感
謝
状

田
部
　
　
貢
さ
ん
（
吉
田
町
吉
田
）

福
場
　
輝
夫
さ
ん
（
掛
合
町
掛
合
）

◎
雲
南
市
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

書
一
式
　

土
江
　
義
雄
さ
ん
（
加
茂
町
加
茂
中
）

教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財
の
保
護
・
保

存
・
活
用
の
た
め
、
次
の
方
々
に
雲
南
市
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
を
委
属
し
て
い
ま
す
。

（
任
期：

平
成
17
年
２
月
１
日
〜

平
成
19
年
１
月
31
日
）

会
　
長

蓮
岡
　
法
　
（
島
根
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

大
東
町
岡
村
）

副
会
長

田
中
　
義
昭
（
島
根
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

委
　
員

勝
部
正
郊
（
島
根
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

和
田
嘉
宥
（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

関
　
和
彦
（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）

宮
川
眞
臣
（
島
根
県
無
形
民
俗
文
化
財
保
持
者
・

加
茂
町
南
加
茂
）

内
田
　
稔
（
木
次
町
民
俗
文
化
財
研
究
会
会
員
・

木
次
町
里
方
）

藤
原
友
子
（
島
根
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
・
三

刀
屋
町
古
城
）

田
部
寛
茂
（（
財
）
鉄
の
歴
史
村
地
域
振
興
事
業

団
理
事
・
吉
田
町
吉
田
）

原
　
光
孝
（
入
間
公
民
館
長
・
掛
合
町
入
間
）

松
江
地
方
法
務
局
雲
南
支
局
　

０
８
５
４
・
４
２
・
５
２
１
０

人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
の
人
権
が
侵
さ

れ
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
人
権
を
侵
さ
れ

た
人
が
い
た
場
合
に
は
、
相
談
相
手
に
な
っ
て

救
済
し
た
り
、
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考

え
方
を
広
め
た
り
し
ま
す
。

国
か
ら
委
任
さ
れ
た
市
内
の
人
権
擁
護
委
員

は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

島
根
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
・

大
仁
更
生
保
護
女
性
会
（
松
江
保
護
監
察
所
内
）

０
８
５
２
・
２
１
・
３
７
６
７

実
施
期
間
　
7
月
1
日
〜
7
月
31
日

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、

今
年
も
全
国
一
斉
に
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て

実
施
す
る
「
愛
の
図
書
寄
贈
」
運
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
、
島
根
県
更
生
保
護
女

性
連
盟
・
大
仁
更
生
保
護
女
性
会
事
務
局

（
松
江
市
向
島
町
１
３
４
―

１
０
）
ま
で

総
務
部
総
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
２
１

市
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と
し

て
、
事
務
室
等
の
室
温
の
適
温
化
（
夏
季
28
度

を
下
回
ら
な
い
程
度
）
を
推
進
し
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
６
月
１
日
か
ら
職

員
は
執
務
に
あ
た
っ
て
ネ
ク
タ
イ
、
上
着
を
着

用
し
な
い
軽
装
運
動
（
暑
さ
を
し
の
ぎ
や
す
い

軽
装
）
を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
組
み
内
容

適
正
冷
房
（
28
℃
以
上
）
の
徹
底

適
正
冷
房
に
ふ
さ
わ
し
い
軽
装
勤
務
の
推
進

実
施
期
間
　
6
月
1
日
〜
9
月
30
日

職
員
の
服
装

原
則
と
し
て
、
執
務
時
間
中
の
ネ
ク
タ
イ
、

上
着
は
着
用
し
ま
せ
ん
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

現
在
、
献
血
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ヤ
コ

ブ
病
等
の
影
響
に
よ
り
血
液
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
場
に
か
け
て
は
、

例
年
血
液
が
不
足
し
ま
す
。

次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
6
月
30
日
（
木
）

加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
９
時
〜
10
時
30
分

ネ
ス
タ
ー
㈱
島
根
工
場
　
　
12
時
10
分
〜
13
時

加
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
13
時
45
分
〜
15
時
15
分

雲
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
16
時
〜
17
時

木
次
総
務
事
務
所

０
８
５
４
・
４
２
・
９
５
２
０

今
年
は
５
月
31
日
が
納
期
限
で
す
の
で
、
期

限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

の
方
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
年
度
中
途

で
抹
消
登
録
等
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
、
税

額
が
月
割
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
車
検
を
受
け
る
と
き
に
は
必
ず
納
税

証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、
納
税
通
知
書
に
添

付
さ
れ
て
い
る
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）

は
、
車
検
証
と
い
っ
し
ょ
に
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
で
納
税
さ
れ
た
方
へ
は
、

６
月
中
旬
に
納
税
証
明
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

木
次
総
務
事
務
所

０
８
５
４
・
４
２
・
９
５
２
０

ま
た
は
島
根
県
税
務
課
自
動
車
税
管
理
グ
ル
ー
プ

０
８
５
２
・
３
７
・
０
３
４
１

昨
年
４
月
か
ら
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に

新
車
新
規
登
録
さ
れ
た
自
動
車
で
、
排
出
ガ
ス

性
能
・
燃
費
の
良
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
税
額

が
約
20
〜
50
％
の
軽
減
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年
経
過
し
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及
び
13
年
経
過
し
た
ガ
ソ
リ
ン

車
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
約
10
％
の
重
課
と
な
り
ま
す
。

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

本
年
度
の
個
人
の
住
民
税
（
市
民
税
、
県
民

税
）
を
課
税
し
ま
す
。

住
民
税
の
納
期
は
、
６
月
、
８
月
、
10
月
お

よ
び
翌
年
１
月
の
４
回
で
す
。
口
座
振
替
を
選

択
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
６
月
30
日
が
振
替

日
で
す
の
で
指
定
口
座
が
残
高
不
足
に
な
ら
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
方
は
給
料
天
引
き
に
よ
り
６
月
か
ら

の
納
付
に
な
り
ま
す
。

住
民
税
課
税
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
均
等
割

市
民
税
　
3
千
円

県
民
税
　
1
千
5
百
円
（
う
ち
5
百
円
は
、「
水

と
緑
の
森
づ
く
り
税
」
で
す
。）

計
　
　
4
千
5
百
円

※
均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と
生
計
を
一

に
す
る
妻
で
、
夫
と
同
じ
市
内
に
住
所
を
有

す
る
妻
に
つ
い
て
、
均
等
割
の
非
課
税
措
置

が
平
成
17
年
度
か
ら
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
ま

す
。
平
成
17
年
度
は
２
千
５
百
円
、
平
成
18

年
度
以
降
は
４
千
５
百
円
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
所
得
金
額
が
一
定
額
以
下
の
妻

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
均
等
割
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
所
得
割

市
民
税
、
県
民
税
そ
れ
ぞ
れ
に
課
税
所
得
額

（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
、
各
種
控
除
額
を
差

し
引
い
た
額
）
の
区
分
に
よ
り
税
率
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
定
率
減
税

定
率
控
除
前
の
所
得
割
額
の
15
％
を
税
額
控

除
し
ま
す
。
た
だ
し
、
定
率
減
税
と
し
て
控
除

で
き
る
限
度
額
は
、
４
万
円
で
す
。

※
本
年
度
か
ら
前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止
と
な

り
ま
し
た
の
で
一
括
納
付
さ
れ
て
も
納
付
額

が
減
額
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
と
緑
の
森
づ
く
り
ス
タ
ッ
フ

（
島
根
県
農
林
水
産
部
林
業
課
内
）

０
８
５
２
・
２
２
・
５
１
７
０

島
根
県
で
は
、
県
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
森

林
の
大
切
さ
を
広
く
県
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
「
水
と
緑
の
森
づ
く
り
」

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

県
内
に
お
住
ま
い
の
方
（
個
人
ま
た
は
団
体
）

１
人
（
１
団
体
）
何
点
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
応
募
〆
切

６
月
30
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

※
入
賞
作
品
に
は
賞
金
等
も
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
・
応
募
先
に
つ
い
て
詳
し
く
は
水

と
緑
の
森
づ
く
り
ス
タ
ッ
フ
ま
で
。

松
江
社
会
保
険
事
務
所
　

０
８
５
２
・
２
６
・
２
８
０
０

松
江
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談
所

が
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
厚
生
年
金,

国

民
年
金
の
こ
と
な
ど
で
相
談
し
た
い
方
は
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
前
に
連
絡
さ
れ
る
と
厚
生
年
金
受

給
手
続
き
等
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
松
江
社
会
保
険
事
務
所
、
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

雲
南
市
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

大
東
町

松
田
昭
義
、
蓮
岡
法

、

恩
田
磯
子

加
茂
町

鍔
木
　
篤
、
内
田
慶
子

木
次
町

堀
江
美
代
子
、
山
根
幹
男

三
刀
屋
町

藤
原
豊
善
、
西
村
三
千
世

掛
合
町

勝
部
　
昇
、
吉
長
雅
昭

吉
田
町

藤
坂
美
貴
子
、
藤
飛
昭
憲

「
夏
季
エ
コ
ス
タ
イ
ル
運
動
」

の
実
施
に
つ
い
て

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
実
施
に
つ
い
て

献
血
の
お
願
い

平
成
17
年
度
の
住
民
税
に
つ
い
て

年
金
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

自
動
車
税
の
期
限
内
納
付
に
つ
い
て

自
動
車
税
の
「
ク
リ
ー
ン
化
税
制
」

に
つ
い
て

「
水
と
緑
の
森
づ
く
り
」
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
募
集
に
つ
い
て

課税所得金額 税率 　控 除 額 

200万円以下 

 

 

700万円超 

700万円以下 

700万円超 

200万円超 
　700万円以下 

3％ 

8％ 

10％ 

2％ 

3％ 

0円 

100,000円 

240,000円 

0円 

70,000円 

市民税 

県民税 

■
日
時
・
会
場

6
月
10
日
（
金
）

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

6
月
21
日
（
火
）

三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
・

13
時
〜
15
時
で
す
。

■
持
参
品

夫
婦
の
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
職
歴
書
、

印
鑑
な
ど

※
代
理
の
方
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
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産
業
振
興
部
農
林
振
興
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
５
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課
ま
で
　

先
日
、
斐
伊
川
水
系
で
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ

ル
ス
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

斐
伊
川
水
系
河
川
の
本
流
及
び
支
流
で
の
今

後
の
病
気
の
発
生
予
防
と
蔓
延
防
止
の
た
め
に

次
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
は
コ
イ
特
有
の
疾

病
で
、
人
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

感
染
し
た
コ
イ
を
食
べ
た
り
触
っ
て
も
、
人

の
健
康
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
　

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
４

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

旧
６
町
村
で
行
わ
れ
て
い
た
母
子
・
父
子
家

庭
等
に
対
す
る
助
成
事
業
は
平
成
16
年
度
で
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
か
ら
は
「
雲
南
市
母
子
父
子
家

庭
等
入
学
及
び
卒
業
祝
い
金
」
お
よ
び
「
雲
南

市
父
子
児
童
扶
養
手
当
」
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

な
お
、「
児
童
扶
養
手
当
」
制
度
は
、
今
ま
で

通
り
継
続
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
女
性
児
童
相
談
室
　

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
６

雲
南
地
域
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
県
の
『
巡
回
女
性
相
談
』
が
、

出
雲
児
童
相
談
所
主
催
で
、
次
の
表
の
と
お
り

旧
町
村
単
位
で
計
画
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

当
日
は
、
松
江
地
方
法
務
局
雲
南
支
局
の
特

設
人
権
相
談
も
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
、
予
約
も
不
要
で
す
の
で
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
の
定
期
的
な
女
性
相
談
の
開
設
と

雲
南
市
の
児
童
・
女
性
相
談
室
の
開
設
に
つ
い

て
は
、
５
月
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
　

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
５

７
月
か
ら
９
月
実
施
の
雲
南
市
個
別
胃
が
ん

検
診
に
つ
い
て
、
掛
合
診
療
所
で
は
実
施
し
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
８
３

木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
日
程

で
禁
煙
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

教
室
で
は
、
自
分
に
あ
っ
た
禁
煙
の
方
法
を

選
び
「
タ
バ
コ
を
止
め
た
い
け
れ
ど
も
な
か
な

か
止
め
ら
れ
な
い
」
仲
間
同
志
禁
煙
に
向
け
て

の
不
安
や
疑
問
を
話
し
合
い
、
学
び
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

自
分
、
そ
し
て
家
族
の
健
康
の
た
め
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

産
業
振
興
部
農
林
振
興
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
５
１

ま
た
は
雲
南
市
農
業
委
員
会
事
務
局

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
９
２

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
定
め
る
農
用
地

区
域
内
の
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
ま
ず
農

用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
や
農
業
用

施
設
等
の
用
地
と
し
て
用
途
を
変
更
す
る
場
合

に
つ
い
て
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

定
め
ら
れ
た
手
続
き
を
行
わ
ず
無
断
で
転
用

等
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
の

で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

★
農
地
転
用
と
は

農
地
を
住
宅
用
地
や
駐
車
場
、
墓
地
な
ど
農

地
以
外
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
「
転
用
」
と
い

い
ま
す
。
こ
の
転
用
を
す
る
た
め
に
は
、
農
地

法
上
の
届
出
・
許
可
が
必
要
で
す
。

自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
自
由
に
転
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
ど
こ
で
も
許
可
が
得

ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

★
農
用
地
区
域
と
は

市
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
農
業
の
振
興
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
「
農
業

振
興
地
域
」
と
し
て
定
め
て
お
り
、
そ
の
区
域

内
の
農
地
（
農
用
地
区
域
）
は
原
則
と
し
て
転

用
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
農
用
地
区
域
内
で
転
用
す
る
に
は

こ
の
農
用
地
区
域
内
で
や
む
を
得
ず
転
用
す

る
場
合
は
、「
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
」
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

転
用
を
計
画
し
て
い
る
方
は
、
事
前
に
雲
南

市
農
林
振
興
課
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は

地
元
農
業
委
員
に
相
談
し
、
除
外
手
続
き
が
必

要
か
ど
う
か
確
認
の
上
、
手
続
き
が
必
要
な
場

合
は
除
外
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
対

象
農
地
（
集
落
協
定
地
）
は
、
制
度
期
間
中
は

転
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
交
付
金
の
返
還
対
象
に
な
り
ま
す
。）

★
除
外
申
請
の
時
期
は

雲
南
市
で
の
除
外
等
申
請
の
受
付
は
、
７
月

末
と
１
月
末
の
年
２
回
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
受
付
後
、
県
と
の
協
議
等
を
経
て
手
続
き

が
完
了
す
る
ま
で
４
か
月
程
度
か
か
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

除
外
申
請
か
ら
転
用
許
可
ま
で
は
か
な
り
の

日
数
（
約
半
年
）
を
要
し
ま
す
の
で
、
転
用
の

計
画
が
あ
る
方
は
早
め
に
相
談
・
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

★
申
請
の
方
法
は

申
請
書
用
紙
は
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管

理
課
に
あ
り
ま
す
の
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
は

◎
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
等
の
ご
相
談

産
業
振
興
部
　
農
林
振
興
課
ま
で

◎
農
地
の
転
用
・
売
買
・
貸
借
等
の
ご
相
談

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

母
子
・
父
子
家
庭
等
に
対
す
る

助
成
制
度
変
更
の
お
知
ら
せ

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
病につ

い
て

農
用
地
区
域
の
変
更

（
除
外
・
編
入
・
用
途
変
更
）

申
請
は
7
月
28
日
ま
で
に

雲
南
地
域
に
お
け
る
巡
回
女
性

相
談
の
実
施
に
つ
い
て

★
新
た
に
開
始
す
る
も
の

○
雲
南
市
母
子
父
子
家
庭
等
入
学

及
び
卒
業
祝
い
金

※
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
ま
た
は
中
学
校

を
卒
業
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母

子
・
父
子
世
帯
に
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
雲
南
市
父
子
児
童
扶
養
手
当

※
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
18
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
に
対
し
、

手
当
を
支
給
し
ま
す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

★
廃
止
と
な
っ
た
も
の

○
「
大
東
町
母
子
父
子
等
福
祉
手
当
」

○
「
加
茂
町
父
子
児
童
扶
養
手
当
」

○
「
木
次
町
父
子
・
母
子
福
祉
手
当
」

○
「
三
刀
屋
町
母
子
福
祉
年
金
」

○
「
吉
田
村
児
童
扶
養
福
祉
手
当
」

○
「
三
刀
屋
町
父
子
家
庭
助
成
金
」

○
「
吉
田
村
母
子
福
祉
手
当
」

○
「
掛
合
町
母
子
家
庭
等
児
童
就
学
援
助
金
」

開催月日 開 催 会 場  時　間 

Ｈ17.6／  7 （火） 

8／23 （火） 

8／24 （水） 

9／  9 （金） 

9／14 （水） 

9／29 （木） 

12／  5 （月） 

12／  6 （火） 

12／  7 （水） 
Ｈ18.3／  8 （水） 

チェリヴァホール（木次町） 

谷高齢者コミュニティセンター（飯南町） 

横田コミュニティセンター（奥出雲町） 

吉田ふるさとセンター（吉田町） 

地域福祉センターおおぎ（大東町） 

掛合総合センター・別館２階（掛合町） 

頓原集会所（飯南町） 

仁多中央公民館（奥出雲町） 

ラメール・２階和室（加茂町） 

三刀屋農村環境改善メインセンター（三刀屋町） 

10：00～15：00 

10：00～15：00 

10：00～15：00 

10：00～15：00 

10：00～15：00 

  9：00～13：00 

10：00～15：00 

10：00～15：00 

10：00～15：00 

10：00～15：00

任期満了に伴う雲南市農業委員会委員一般選挙が次の日程で行われます。 

今回の選挙は、次のとおり５つの選挙区を設けての選挙となります。 
また、立候補・推薦を予定されている方は、右記の日程で説明会を 
開催しますのでご出席ください。 

選挙区の名称 

第１選挙区 

第２選挙区 

第３選挙区 

第４選挙区 

第５選挙区 

選挙区の区域 

旧大東町 

旧加茂町 

旧木次町 

旧三刀屋町 

旧吉田村・旧掛合町 

選挙すべき委員 

１０人 

４人 

５人 

６人 

５人 

３０人 合　　　計 

日時 
平成17年6月20日（月） 
　　　　　　午前9時30分～ 
 
場所 
木次町　チェリヴァホール 
　　　　　　3階大会議室 

雲南市選挙管理委員会　　0854－40－1090 

雲南市農業委員会事務局　　0854－40－1092

★
川
や
池
な
ど
に
ニ
シ
キ
ゴ
イ
を
放
流
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

★
死
ん
だ
り
弱
っ
た
り
し
た
コ
イ
を
川
や
池

な
ど
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

★
釣
り
な
ど
で
捕
獲
し
た
コ
イ
を
別
の
水
域

に
放
流
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

★
入
手
経
路
が
不
明
な
コ
イ
を
、
譲
っ
た
り

も
ら
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

掛
合
診
療
所
で
の
雲
南
市
個
別

胃
が
ん
検
診
の
中
止
に
つ
い
て

②受付 ④審査 

⑦公告 ⑤同意 

⑥回答 ⑧通知 

③協議 ①申請 

雲
南
市 

転
用
計
画
者 

県
知
事 

禁
煙
教
室
の
開
催
に
つ
い
て

■
日
　
時：

午
後
7
時
〜
9
時

【
第
1
回
】
6
月
１７
日（
金
）

：

禁
煙
の
た
め
の
準
備
を
し
よ
う

【
第
2
回
】
6
月
２４
日（
金
）

：

み
ん
な
で
禁
煙
を
始
め
よ
う

【
第
3
回
】
7
月
1
日（
金
）

：

つ
ら
い
苦
し
さ
を
乗
り
切
ろ
う

【
第
4
回
】
7
月
8
日（
金
）

：

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
継
続
し
ま

し
ょ
う

【
第
5
回
】
8
月
5
日（
金
）

：

仲
間
と
共
に
禁
煙
を
続
け
よ
う

■
場
　
所：

雲
南
市
木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費：

500
円
（
5
回
分
）

■
申
込
〆
切：

5
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
定
員：

20
名
程
度
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
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※お手数ですが、軍手・
買い物袋（2枚）をご
用意ください。 

　加茂町では環境月間である6月に赤川河川敷のゴ

ミ拾いを行います。みなさんのご参加お待ちしています。 

●開催日時：6月19日（日）午前7時～9時 
●集合場所：加茂町赤川河川敷（ラメール北広場） 

　ほたるが舞う季節になりました。赤川ほたる保存会

では、今年も神楽鑑賞も楽しめる「ほたる見バス」を

運行します。 

●6月11日（土）、12日（日）19：00出発 
　※天候により運行を中止する場合があります。 

●健康ランドゆとりの里駐車場集合 

●大人：700円、小人（小・中学生）：500円 
　幼稚園児以下：無料 

　雲南市土地開発公社では、所有する土地を次の
とおり売却します。ご希望の方は雲南市土地開発公
社へお申し込みください。 

国税庁では、税務職員を募集しています
【受付期間】 

【受験資格】 

6月21日（火）～6月28日（火） 

昭和59.4.2～昭和63.4.1生まれの者 

試験日程、申込用紙の請求など詳しくは

人事院中国事務局まで 

〒730-0012   広島市中区上八丁堀6-30 

人事院中国事務局 

ホームページアドレス http://www.jinji.go.jp

【受付期間】 

【受験資格】 

6月21日（火）～6月28日（火） 

昭和60.4.2～昭和63.4.1生まれの者 

試験日程や申込用紙の請求など詳しくは

広島国税局または大東税務署まで 

〒730-8521　広島市中区上八丁堀6-30

広島国税局 

ホームページアドレス http://www.hiroshima.nta.go.jp

処分する物件　2件 

●場所　雲南市三刀屋町下熊谷1709番1 
　　　　（下熊谷公民館の上側） 
●面積　658㎡ 
●地目　雑種地　 
●価格　20，000，000円 
　　　　（30,400円／㎡・100,300円／坪） 

●場所　雲南市木次町里方84番85、1226番8 
　　　　（塔の村住宅団地） 
●面積　553．46㎡（平地413．90㎡） 
●地目　宅地　 
●価格　10,761,400円 
　　　　（平地26,000円／㎡・85,800円／坪） 

三刀屋文化体育館アスパル　  0854－45－9222

国家公務員採用Ⅲ種試験（高校卒業程度）採用試験 

1 2
●往復はがき 

●応募締め切り　平成17年6月19日（日）消印有効 

往信表面 返信裏面 

何も書かないで 
下さい 

690-2405
雲
南
市
三
刀
屋
町
古
城
一
―

一 

三
刀
屋
文
化
体
育
館 

　
　
　
　
「
ア
ス
パ
ル
」 

「
南
こ
う
せ
つ 

　
　  

コ
ン
サ
ー
ト
」
係 

返信表面 往信裏面 

・住所、郵便番号 

　氏　　名 

　電話番号 

　チケット枚数 

　受取方法 
アスパルで購入 
郵送希望 

○○○-○○○○ 

申
込
者
住
所 

応
募
者
氏
名 

日　時  
場　所 
対象者 
参加料 
内　容 

● 
● 
● 
● 
● 

6月5日（日）10：00～15：00 
明石緑ヶ丘公園（三刀屋町） 
雲南市に在住の外国人の方 
無料 
交流会・バーベキューパーティなど主催 
雲南日本語広場「さくら　SAKURA」 

雲南市にお住まいの外国人の方を対象の交流会を 
開催します。どうぞご参加ください！ 

雲南市の皆様には一般に先立って予約を受け付けます。 

（　　　　　 ） 

【お問い合わせ先】 加茂町地域づくり委員会事務局 
加茂総合センター総合調整課 
　 0854－49－8602【お問い合わせ先】 大東町観光協会  　 0854－43－2505

【お問い合わせ先】 雲南市国際交流室  　 0854－40－1014

平成17年度 
国家公務員採用試験について 

土地の売却のお知らせ 

【お問い合わせ先】雲南市土地開発公社（Ａコ－プきすき2階）　　0854－42－2241　FAX 0854－42－2280

●現地説明会　6月 7日（火）9：00　現地 
●申込受付期間　6月 8日（水）～6月14日（火） 
●抽 選 日 時　6月15日（水）9：00

雲南市・愛と平和の教育推進月間イベント 

【お問い合わせ先】 

【お申し込み・お問い合わせ先】 

広島国税局　  082－221－9211または 
大東税務署　  0854－43－2360 【お問い合わせ先】 人事院中国事務局　   082－228－1183

定員がありますので、大東町観光協会までお早め
にお申し込みください。 

と　き 9月21日（水）　開場18：00 開演19：00
ところ 三刀屋文化体育館アスパル 

入場料 Ｓ席：5,500円  Ａ席：5,000円  Ｂ席：4,500円 

　雲南市民　5月27日（金）～6月19日（日） 
一　　般　6月　7日（火） 　　　　  ～6月19日（日） 

●一般販売　7月1日（金）～ 
●チケット取り扱い場所 
　島根文化情報コーナー（松江市）・ 
　アツタ楽器（出雲市）古代鉄歌謡館・ラメール・ 
　チェリヴァホール・サンライン・アスパル・ 
　コア（雲南市） 

往復ハガキでアスパルまでお申し込みください。 
予約の際には、送料が別途かかります。 

雲南市民 
先行予約 

Profile
1970年「かぐや姫」を結成し、フォーク歌手として「神
田川」「赤ちょうちん」「妹」等、数多くのミリオンセラ
ーを発表。新しい原爆養護ホーム建設を目的とした「広
島ピースコンサート」を10年間も続けた彼の平和への
想い、【Love and Peace】は、今回雲南市が設定し
た「愛と平和の育成推進月間」にふさわしいコンサー
トといえます。 

～Ｌｏｖｅ　ａｎｄ　Ｐｅａｃｅ～ 

先 行 予 約 

【注】●座席番号は主催者にて先着順に割り当て、座席指定番と 
　チケットの受け取り方法を返信ハガキにてお知らせします。 
●郵送希望の場合は、送料290円が別途かかります。 
●チケットの払い戻しは致しません。 
●未就学者の入場は原則としてお断りします。 
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【お問い合わせ先】 〒690-3202　島根県飯石郡飯南町頓原1618-4　国土交通省 頓原維持出張所 
　　　　　　  　0854-72-0004　FAX　0854-72-0726 
ホームページアドレス  http://www.matsukoku-mlit.go.jp/tonbara-iji

視聴については 

募集期間 

【お問い合わせ先】放送大学島根学習センター　　0852－28－5500

　放送大学は、幅広い分野の約370科目をそろえ、

CS（衛星）放送かケーブルテレビで視聴し学習するか、

島根学習センターでビデオなどを借りて学習すること

ができます。 

　大学や大学院の授業科目を1科目から気軽に学ぶことができるほか、所定の単位を修得すれば資格取得も

できます。 

 

　お住まいの雲南夢ネット各局までお問い合わせください。 

　●大東局　  0854－43－8013　●木次局　  0854－42－5800　●掛合局　  0854－62－1021 

 

　6月15日（水）～8月31日（水）までです。 
　なお、資料の請求など詳しくは、放送大学島根学習センター（松江市白潟本町43

スティックビル4階）までお問い合わせください。 

　国道54号は急峻な山間地域を通過しているところも多く、

大雨等の異常気象時には落石、土砂崩れ等からの危険を

防止するため事前に通行を禁止する区間があります。道路

に関する気象情報はとんばら維持のホームページや携帯サ

イト（道路公共交通）で提供しています。 

連続雨量が230mmを超える場合、または230mm以

下でもパトロール等により危険と判断される場合、下

記区間（3箇所）の通行を禁止しますので、ご理解とご

協力をお願いします。 

※（　）書きは規制延長です。 

・ 飯南町都加賀地内から掛合町入間地内まで（4.1km） 

・ 掛合町入間地内から掛合町掛合地内まで（6.2km） 

・ 掛合町掛合地内から三刀屋町乙加宮地内まで（5.3km） 

☆異常気象時の通行規制について☆ 

異常気象時などに 
おける通行規制区間 
（3箇所） 
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イレイン・ホン 

今月の広報記事を書くのは、私にとって大変さびしい～です。7月末になると、

2年間の国際交流員の契約が終わりになります。早いでしょう？！私は緊張して、

最初の『イレインのひとりごと（木次町広報）』を書いたのを今でもよく覚えて

います。最初は何のことを書けばいいのか、みんなは一体私のことについて、

何を知りたいのかな～ということを考えながら書きました。みなさん、これまで私の記事を読んでいた

だいて、本当にありがとうございました！オーストラリアのことだけじゃなく、私が日本で体験したこ

とや、雲南市で開催したイベントなどのこと、色々な記事を書きました。書くのは楽しかったですよ！

みなさんが私の記事を面白いと思って、読んでくれたのならうれしい！

でも、まだ2ヶ月ありますので、お別れの話は8月号にしましょう！ところで、今年の3月からタッ

プ・ダンス教室を開きました。毎週木曜日の夜7時から8時まで全10回あります。なんでタップ・ダンスかっていうと･･･実はこう

見えても、高校時代に3年間タップ・ダンスを習いました。びっくりするでしょう？！　雲南市に来てもタップを続けたいと思い

ましたが、なかなかそんな教室がなくて、結果として、自分で開いてみようと計画しました。まわりに誰ひとりもタップをやっ

たことないから、当然自分が一番上手だから、勝手にタップの先生になりました。

運がよかったかもしれませんが、1回目のクラスにはなんと8人も参加してくまし

た。本当にうれしかったです。みなさんと毎週音楽に乗りながら楽しい時間を過ご

しました。今月末で最終回ですが、本当に寂しいです。わずかの3ヶ月ですけど私

にとって、生徒さんたちは本当に勇気と才能がある人達だと思います。こんな下手

な先生でも最後まで付き合ってくれて、しかもキレイに自分らしく踊れるなんて、

感動します。みなさん、いろいろありがとう！！

曜日 
 
 
 
火 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種目 
バドミントン 
親子体操 

水泳（7～8月） 
ミニバスケット 
スマイルクラブ 

（ストレッチ・軽スポーツなど） 
卓球 

アクアビクス（7～8月） 
 
 
 
 

ミニバスケット 
太極拳 

キッズサッカー 
軽スポーツ 
ランニング 
ウォーキング 

対象 
小学生 

幼児と保護者 
小学生 

小学3～6年 
 
 

小学生以上 
中学生～高齢者 
小学生 

中学生～大人 
3～6歳 

中学生～大人 
小学3～6年 
大人～高齢者 
3～6歳 
 
 

幼児～高齢者 

開催頻度 
毎週 
第1･3週 
5回（夏季） 
毎週 
 
 

第2･4週 
5回（夏季） 
毎週 
第2･4週 
 
 
 

第1･3週 
第2･4週 
第2･4週 
第1･3週 
第2･4週 

会場 
 
 

海洋センタープール 
 
 
 
 

海洋センタープール 
 
 
 
 
 
 

日 

土 
 

木 

月 

金 

中・高齢者 

小学生～大人 

Ｂ＆Ｇ海洋センター 

Ｂ＆Ｇ海洋センター 

加茂中央公園テニスコート 
 
 

加茂中央公園多目的広場 

Ｂ＆Ｇ海洋センター 

第2･4週 
 
 

毎週 

硬式テニス 

レスリング 

【お問い合わせ・お申し込み】加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター 0854ー49ー8440

クラブ会費が必要ですので、お申し込みなど詳しくは加茂Ｂ＆Ｇ海洋センターまでお問い合わせください。

幼児から高齢者まで、幅広い年代を対象とした「Yu－Gaku加茂スポーツクラブ」が6月から加茂町でスタートします。
それぞれの年代にあったスポーツを楽しんだり、異世代との交流により青少年健全育成や地域活性化をめざしています。
各教室だけでなく年間にたくさんのイベント（花火・バーベキュー・餅つき・スキーなど）を開催する予定です。

Yu－Gaku加茂スポーツクラブ



子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

①地域サークル（9：30～11：30） 
　15日（水）久野公民館、16日（木）佐世公民館、 
　17日（金）地域福祉センターおおぎ、 
　20日（月）幡屋公民館、21日（火）阿用公民館 
②地域開放 
　●大東保育園：毎週水曜日 
　●かもめ保育園：毎週金曜日 
　　 
　●あおぞら保育園：毎週金曜日 
　 
 

③赤ちゃん・子育て教室（9：30～11：00）　　 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　赤ちゃん教室：14日（火）　子育て教室：2日（木） 
④子育て相談（10：00～17：00） 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　10日（金）、24日（金）※面接、電話どちらでも受け付けます。 
⑤子育てサロン「木馬」（9：30～15：30） 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　毎週火曜日と毎週木曜日 
⑥おおぎっこサークル（9：30～15：30） 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　22日（水） 
⑦こどもまつり（10：00～15：00） 
　●場　所：体育文化センター 
　　19日（日） 

あおぞら保育園内　　0854-43-9500斐伊保育所併設　　0854-42-2030

掛合保育所内　　0854-62-9900

0854-42-3988　奥井 
サンキューハハ 

①保育所開放日（9：00～11：00） 
　●かけや夢の子園　毎週水曜日　●波多分園　毎週木曜日 
②昼食試食会　●場　所：かけや夢の子園 
　6月15日（水）申込みは6月10日（金）まで、試食代は200円です。 
③おやつの試食会（14：30～16：00） 
　●場　所：かけや夢の子園 
　6月3日（金）申込みは5月31日（火）まで、試食代は100円です。 
 掛合座談会　　●場　所：掛合公民館にて 
　6月17日（金）親子のふれあい遊びと絵本の読み聞かせがあります。
さらに座談会をしたり、掛合図書室ひだまり館で絵本等に触れます。 

　子どもたちが自由に遊んだり、絵本を読んだり、一緒にリズム体操をし
て楽しく過ごしています。おじいちゃん、お父さんも来てみてください！ 
　●場　所：なかよしホール 
　　※日時については市民カレンダーでご確認ください。 
　●参加費：100円（お茶代、活動費として） 

①活動紹介 
　すくすく育児相談(9：30～)、バス遠足をのぞきいずれも10：00～ 
　● 6 日(月)　親子エアロビ　要予約　定員親子15組 
　●12日(日)　｢NHK食育・健康フェア in 雲南市｣参加 
　●16日(木)　すくすく育児相談 
　●18日(土)　子育て講演会　託児有り 
　●23日(木)　誕生会 
　●27日(月)　リトミック　要予約　定員親子15組 
　●29日(月)　じゃがいもほり 
②同級生の集いの日　　　毎月1・2・3火曜日 
　● 7日｢うさぎちゃん｣　シャボン玉遊び・お弁当の日 
　●14日｢りすちゃん｣　小麦粉粘土遊び 
　●21日｢ひよこちゃん｣　手作りおもちゃを作ろう！ 
③出前保育 
　● 8日（水）西日登公民館　●11日（土）温泉公民館 
　●15日（水）日登公民館 
　●22日（水）雲南市木次健康福祉センター 

給食を希望される子供さんは、前日の午後４時までに予約してください。 

給食を希望される子供さんは、当日の午前９時までに来てください。 
※あおぞら保育園では毎日を地域開放デーにしていますが、給食の試食が 
　できる日は金曜日だけです。 

Kiss－Kidsとぷちぴよ　くらぶ 
　Kiss－Kidsでは、ボランティアスタッフが集まり、託児
（有料）や未就園児のサークル活動（ぷちぴよ　くらぶ）、
園児・小学生のサークル活動などを行っています。　 
①活動紹介　いずれも10：00～ 
　● 3日（金）ジャンボシャボン玉作り　●10日(金）絵本の日 
　●12日(日）｢NHK食育・健康フェア in 雲南市｣参加 
　●17日(金）作って遊ぼう！ 
　●19日(日）笹巻き作り　要予約　1人200円 
　●24日(金）絵本の日  　 ※5日、12日はお休み 
八日市会館の集い　　　　　　　　　 0854-42-4788　飯塚 
　八日市会館では未就学児と親(祖父母)の子育てサロンを月
1回土曜日に開催しています。 
　●25日(土)10：00～12：00

雲南市なかよしホール（加茂町）　　0854-49-8380

三刀屋健康福祉センター　　0854-45-9501

あそぼう広場（1歳半から）絵の具を使って手型押しをしよう！ 
赤ちゃん相談 赤ちゃんの計測や発育・発達の相談
など 
妊婦さん相談 妊婦さんの健康チェックや相談・
指導など 

わくわくおはなし会「朗読ボランティア・こだま」のお話を楽しもう！ 
親子健康教室（病気・事故予防教室） 

①子育て支援センター開設日 
　毎週　月～金曜日 9：00～12：00（祝日はお休みです） 
②活動紹介　いずれも10：00～ 
●  3日（金） 
●10日（金） 

 

 

●15日（水） 
●24日（金） 

11：00～ 

●と　き：6月4日（土） 
　　　　　　　　  18：30～ 
●場　所：加茂文化ホール・ 
　　　　　ラメール（ふれあいホール） 
 
●入場料：大　　人 1,000円 
　　　　　中学生以下 500円 
　　　　　 （当日各100円増） 

0854-49-8500

楽しい人形劇です。 
お子さんと一緒に、 
おこしください 

6月の休館日 行事日程

毎週金曜日、30日(木)【図書整理日】

雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

今月のおすすめ

①酒見　賢一「泣き虫弱虫　諸葛孔明」 ②澤田ふじ子「高札の顔」 ③青木　裕司「日本・中国・朝鮮　近現代史」

★こぐまちゃんくらぶ
とき：毎週月曜日　11時～
内容：乳幼児向けのわらべうたあそび、絵本の読み

語り、紙芝居、手遊びなど
★おはなしパーティ 6月はお休みです。

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

今月のおすすめ

大正昭和の洋画界で活躍した三岸好
太郎とその妻節子の画業を、ふたりの
宿縁、相克という視点から振り返る。
共に暮らした10年を中心に、二人の
創作の足跡を描

びょう

出
しゅつ

。

「好太郎と節子」

澤地　久枝　著

敗戦後の小さな町工場から世界ブラ
ンドへ。「ｓｏｎｙ

ソ　ニ　ー

」ブランドを作り
上げた盛田昭夫は、いかにして、盛田
昭夫となったのか。その軌跡を描く。
モリタ・スピリッツのすべて。

｢小説 盛田昭夫学校(上)(下)｣

江
え

波
ば

戸
と

哲夫　著

6月の休館日 行事日程
毎週月曜日、30日(木)【月末整理日】 ★よみかたりのじかん

毎週木曜日(30日を除く) 15：30～

1 2 3

新着の本（抄）

●宇江佐真理「君を乗せる舟」●なかにし礼「黄昏に歌え」●小池真理子「エリカ」●松尾由美「雨恋
あまごい

」●飯嶋和一「黄金旅風」
●諸田玲子「末世炎上」●村上　龍「半島を出よ（上・下）●西　加奈子「さくら」●恩田　陸「夜のピクニック」●藤田宜永

よしなが

「幸福
しあわせ

を売る男」●藤岡大拙「出雲とわず語り」●アーサー・ビナード「日本語ぽこりぽこり」●村山　孚
まこと

「老人自立宣言！」●原
武史「〈出雲〉という思想」●瀧浪貞子「女性天皇」●柳田邦男「砂漠でみつけた一冊の絵本」●森　昭雄「ＩＴに殺される子ども
たち」●三浦　展

あつし

「仕事をしなければ、自分はみつからない。フリーター世代の生きる道」●「起きて15分でちゃーんと作れるお
べんとう、の本。」ほか

新着の本（抄）

※わらべうたあそびをしてくださる方・図書館庭木
の剪定をしてくださる方を募集しています。

●桐野夏
なつ

生
お

「魂
たま

萌え！」●森村誠一「ビジョン」●山本一力
いちりき

「辰巳八景」●佐藤雅美「花輪茂
も

十
じゅう

郎
ろう

の特技」●柳
りゅう

美
み

里
り

「雨と夢の
あとに」●川上弘美「古道具中野商店」●海道

かいとう

龍一郎「乱世
らんせい

疾走
しっそう

」●辻井　喬
たかし

「終わりからの旅」●片山恭一
きょういち

「最後に咲く花」●
重松　清「うちのパパが言うことには」●トリイ・ヘイデン「霧のなかの子」●坂倉有

ゆ

香
か

「リーフアレンジメントを楽しむ本」●
ピンクパールプランニング編「『子どもの絵』で雑貨を作ろう」●後藤　圭「手で遊ぶおもしろ影絵ブック」●五木寛之「みみずく
の夜メール（2）」●松田綾子「30歳までに美貌とお金と幸せを手に入れる仕事術」●おかむら良

りょう

「ハリウッドの個性派37人」●
義家
よしいえ

弘介
ひろゆき

｢君はひとりじゃない｣●中込
なかごめ

弥
やす

男
お

「こんなことまでゲノムで決まる」●アーネ・リンドクウィスト他「あなた自身の社会」
●高野　優

ゆう

「高野優のランドセルママ」●木下綾乃「手紙を書きたくなったら」●大島みち子「新版　若きいのちの日記」●村上
祥
さち

子
こ

「すっごく簡単！村上祥子の電子レンジで行列パン屋さん」●金子ひろみ「酢てきなごちそう」●飯島
いいじま

夏樹「ガンに生かされ
て」●林真理子「美女に幸あり」●石

いし

破
ば

茂「国防」●秋山祐
ゆう

子
こ

「レザーのおサイフ」●斎藤美奈子「物は言いよう」●柳田邦男
「壊

こわ

れる日本人」●斎藤　孝「子ども版　声に出して読みたい日本語（1～9）」●日本弁理士会「イラスト大図解知的財産権（1～3）」
ほか

21 20



日 月 火 

水 木 金 土 

◆　断酒会 
（かもてらす／18：30～） 

 
　さわやかな晴天に恵まれた4月24日、尾原ダム建設予
定地（奥出雲町林原）で、菜の花まつりが開催されました。 
　このイベントは、斐伊川上下流域住民の交流と尾原ダ
ム事業への理解を深めてもらおうと、温泉地区ダム周辺
地域活性化対策協議会などでつくる実行委員会が主催し
たものです。 
　メイン会場では、仁多中学校吹奏楽部による演奏のほか、

いのしし汁や地元で採れた新鮮な山菜を使用した天ぷら
試食、尾原ダムの紹介コーナーなど多彩な催しが行われ、
これまで最高となる約800人が訪れました。 

問い合わせ先 問い合わせ先 

●大東健康福祉センター 

●加茂健康福祉センターかもてらす 

●木次健康福祉センター 

●三刀屋健康福祉センター 

●吉田健康福祉センター 

●掛合健康福祉センター 

●大東体育文化センター 

●雲南市大東町民体育館 

●大東町地域福祉センターおおぎ 

●雲南市加茂文化ホール ラメール 

●加茂B＆G海洋センター 

●雲南市なかよしホール（加茂町） 

●雲南市木次体育館 

●木次経済文化会館チェリヴァホール 

●三刀屋文化体育館アスパル 

●三刀屋農村環境改善センター 

●雲南市掛合体育館 

●掛合町まめなかセンター 

●吉田勤労者体育センター 

●島根県雲南保健所 

●吉田公民館 

●吉田町田井公民館 

0854－43－6142 

0854－49－8612 

0854－40－1083 

0854－45－9501 

0854－74－0215 

0854－62－0727 

0854－43－2130 

0854－43－5511 

0854－43－5610 

0854－49－8500 

0854－49－7100 

0854－49－8380 

0854－42－0375 

0854－42－1155 

0854－45－9222 

0854－45－2645 

0854－62－0013 

0854－62－0231 

0854－74－0214 

0854－42－2800 

0854－74－0219 

0854－75－0312

大 …大東町 

加 …加茂町 

木 …木次町 

三 …三刀屋町 

掛 …掛合町 

吉 …吉田町 

他 …その他 

開 催 場 所  

加 

◆　予防接種（日本脳炎） 
（木次健康福祉センター／13：30～） 
木 

◆　胃がん検診 
（大東健康福祉センター／7：30～） 

◆　断酒会 
（木次町下熊谷地域福祉サブセンター／19：00～） 

◆　アルコールによる困りごと相談 
（島根県雲南保健所／13：00～予約制） 

大 

木 

木 

◆　通学合宿スタート 
（波多・入間公民館7/2まで） 

◆　基本健診・大腸がん検診 
（掛合健康福祉センター／9：00～） 

◆　発達クリニック 
（島根県雲南保健所／9：00～予約制） 

◆　予防接種（日本脳炎） 
（木次健康福祉センター／13:30～） 

掛 

掛 

木 

木 

◆　基本健診・大腸がん検診 
（掛合健康福祉センター／9：00～） 

◆　離乳食教室 
（かもてらす／受付13：00～） 

掛 

加 

◆　胃がん検診 
（かもてらす／受付7：30～） 

◆　交通事故巡回相談 
（出雲市役所／9：00～15：00） 
【問】交通事故相談所　　0852-22-5102

加 

他 

◆　予防接種（日本脳炎） 
（掛合健康福祉センター／13：30～） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（木次健康福祉センター／13：30～） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（大東健康福祉センター／13：15～） 
◆　基本健診 
（かもてらす／①9：00～、②13：00～） 
◆　断酒会 
（大東地域福祉センター（おおぎ）／19：00～21：00） 

三 

掛 

木 

大 

加 

大 

◆　定期女性相談 
（チェリヴァホール／10：00～15：00） 
木 ◆　サンサン教室 

（波多公民館／9：30～） 

◆　つくしっ子広場 
（なかよしホール／10：00～） 

◆　こころの健康＆もの忘れ相談 
（島根県雲南保健所／13：00～） 

掛 

◆　サンサン教室 
（掛合公民館／9:30～） 
◆　基本健診 
（かもてらす／①8：30～、②13：00～） 
◆　つくしっ子広場 
（なかよしホール／10：00～） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
（木次健康福祉センター／受付13：00～） 
◆　1歳6か月・3歳児健診 
［対象：木次、三刀屋、掛合、吉田］ 
（三刀屋健康福祉センター／ 
受付1歳6か月13：00～、3歳14：00～） 

掛 

加 

加 

木 

三 

◆　サンサン教室 
（掛合公民館／9：30～） 

◆　結核・肺がん検診 
（松尾集会所他／9：30～） 

◆　つくしっ子広場 
（なかよしホール／10：00～） 

◆　乳児健診 
［対象：木次、三刀屋、掛合、吉田］ 
（木次健康福祉センター／ 
4か月13：00～、10か月14：00～） 

◆　サンサン教室 
（入間公民館／9：00～） 

◆　結核・肺がん検診 
（大東町内巡回） 

◆　結核・肺がん検診 
（大東町内巡回） 

◆　第38回日本女子ソフト
ボールリーグ（2部） 
（スポーツの丘野球場） 

◆　いきいき運動教室 
（掛合健康福祉センター／10：00～） 

掛 

掛 

加 

加 

木 

◆　水中ウォーク 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 
◆　乳児健診 
［対象：大東・加茂］ 
（大東健康福祉センター／ 
４か月13：00～、10か月13：45～） 

◆　子宮がん・乳がん検診 
（木次健康福祉センター／受付13：00～） 
◆　さわやかクラブ 
（掛合健康福祉センター／10：00～） 

三 

◆　サンサン教室 
（入間公民館／9：30～） 
◆　胃がん検診 
（大東健康福祉センター／7：30～） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（大東健康福祉センター／13：15～） 
◆　基本検診 
（かもてらす／9：00～） 
◆　いきいき運動教室 
（掛合健康福祉センター／10：00～） 

掛 

掛 

掛 

◆　第1回禁煙教室 
（木次健康福祉センター／19：00～21：00） 
木 ◆　まつかさっ子サークル 

（松笠公民館／9：00～） 
◆　春季交通安全GB大会 
（ふれあいの丘多目的広場） 

掛 

加 大 

大 

加 

◆　サンサン教室 
（波多公民館／9：00～） 

◆　つくしっ子広場 
（なかよしホール／10：00～） 

◆　予防接種（日本脳炎） 
（かもてらす／受付13：00～） 

掛 

加 

加 

◆　第3回みとや大学 
（アスパル／10：00～） 
◆　基本健診・大腸がん検診 
（掛合健康福祉センター／9：00～） 
◆　リフレッシュ教室 
（三刀屋健康福祉センター／9：30～） 
◆　断酒会 
（三刀屋農村環境改善センター／19：00～） 
◆　つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 

三 

掛 

三 

三 

加 

◆　通学合宿スタート 
（多根公民館7/1まで） 
◆　基本健診・大腸がん検診 
（掛合健康福祉センター／9：00～） 
◆　胃がん検診 
（木次健康福祉センター／受付8：00～、13:30～） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 
◆　予防接種（日本脳炎） 
（大東健康福祉センター／13：15～） 

掛 

掛 

木 

三 

大 

◆　雲南市小・中学校連合音楽会
（三刀屋地区）（アスパル／9：30～） 
◆　1歳6か月・3歳児健診 
［対象：大東・加茂］（かもてらす／
受付1歳6か月、13：00～、3歳14：00～） 

◆　胃がん検診 
（木次健康福祉センター／受付8：00～） 
◆　水中ウォーク 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 

三 

加 

木 

三 

◆　第2回禁煙教室 
（木次健康福祉センター／19:00～21:00） 
◆　胃がん検診 
（吉田健康福祉センター／受付8：00～） 
◆　親子健康教室 
（三刀屋健康福祉センター／10：00～） 
◆　雲南市小・中学校連合音楽
会大東・加茂・木次地区 
（ラメール／Ⅰ部9：30～、Ⅱ部13：00～） 
◆　ぷちつくしっ子広場 
（かもてらす／10：00～） 

木 

吉 

三 

加 

加 

◆　めだか学級 
（多根小学校／9：30～） 

◆　赤ちゃん相談 
（木次健康福祉センター／9：30～11：00） 

◆　赤ちゃん、妊婦さん健康相談 
（三刀屋健康福祉センター／10：00～） 

◆　ぷちつくしっ子広場 
（かもてらす／10：00～） 

掛 

掛 

大 

木 

木 

三 

加 

◆　わくわく夢あいらんど 
（掛合公民館／10：00～） 

◆　赤川ほたる観賞バス運行日 
（ゆとりの里駐車場出発／19：00～） 

掛 

大 

木 

掛 

大 

加 

大 ◆　おやこ劇場「ジャンピングラビット!!」 
（ラメール／18：30～） 
 

加 

　環境基本法により、毎年6月5日は「環境の日」、6月1日から30日までの1ヵ
月間は「環境月間」です。 
　住民のみなさん一人ひとりが身の回りの環境問題について考え、また各地区・
自治会等で行われる清掃・植樹活動に積極的に参加しましょう。 
　地域ボランティアにより集められたごみの処理については、雲南エネルギー
センター・リサイクルプラザ・いいしクリーンセンターにて無料で行います。ただし、
各処理場へは分別を行った上で、直接持込みとなります。搬入の際は、事前に
各総合センター総合調整課へお申し込みください。 

◆　NHK健康フェア 
（三刀屋文化体育館アスパル） 

◆　赤川ほたる観賞バス運行日 
（ゆとりの里駐車場出発／19：00～） 

◆　加茂方面隊消防操法大会 
（斐伊川河川敷／13：00～） 

◆　掛合町ソフトボール大会 
（雲南市掛合野球場） 

 

三 

◆　第30回加茂町バレー大会 
（加茂中学校・B&G海洋センター／ 
　　　　　　　　　8：30～19：00～） 

加 

◆　どんがめドッジボール選手権大会 
（掛合体育館／10：00～） 
◆　アジアンシアター「子猫をお願い」 
（チェリヴァホール／①14：00～、②19：00～） 
◆　木次方面隊消防操法大会 
（斐伊川河川敷） 
◆　赤川クリーン作戦 
（赤川河川敷／7：00～） 
◆　第30回加茂町バレー大会 
（加茂中学校・B&G海洋センター／8：30～） 
◆　雲南市ペタンク大会 
（ふれあいの丘多目的広場／8：30～） 
◆　三刀屋方面隊消防操法大会 
（三刀屋川河川敷） 

掛 

木 

木 

加 

加 

加 

三 

大 

加 

掛 
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・　　　　　  に対するご意見、ご感想はこちらまで！ 

　
新
緑
の
若
葉
に
包
ま
れ
た
山
々
。今
月
号
の
表
紙
は

花
田
植
え
。
裏
表
紙
は
山
王
寺
の
棚
田
。
そ
し
て
八
重

滝
と
緑
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
健
康
フ
ェ
ア
が
6
月
12
日
に
ア
ス
パ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の
公
開
番
組
の
ロ
ケ
ハ
ン（
下

見
取
材
）で
市
内
の
観
光
地
な
ど
を
廻
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
係
者
の
方
に
同
伴
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、そ
の
方
が
「
健
康
の
維
持
に
は
、日
頃

の
食
事
、体
力
づ
く
り
な
ど
も
、も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

や
は
り
環
境
の
良
い
場
所
で
生
活
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
医
療
技
術
が
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
も
、心
身
に
心

地
よ
い
環
境
は
補
え
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。都
会

は
確
か
に
便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
。し
か
し
、山
々
の
息

吹
は
感
じ
ら
れ
な
い
。み
な
ぎ
る
生
命
力
。草
木
の
匂
い
。

澄
ん
だ
空
気
。清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
。こ
こ
で
は
、豊

か
な
自
然
に
よ
る
心
身
の
保
養
が
で
き
ま
す
。 

　
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
日
本
の
滝
百
選
の
ひ
と
つ
八
重
滝
。
上
流

よ
り
八
汐
滝
、
姫
滝
、
姥
滝
、
河
鹿
滝
、
紅
葉
滝
、
滝
尻
滝
、
猿
飛
滝
と

続
き
ま
す
。（
散
策
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
マ
ム
シ
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
） 

（日本の棚田百選　大東町山王寺） 


